
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 コントロールプレーン制御装置と

複数のユーザプレーン制御装置とを有する移動通信システムの制御方法であって
、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記複数のユーザプレーン制御装置の状態情報を
前記コントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記状態情報を記憶装置に記憶する工程と、を含
むことを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記コントロールプレーン制御装置から物理的に
分離されていることを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記状態情報が前記複数のユーザプレーン制御装置内のトラヒック情報を含むことを特
徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記状態情報が前記複数のユーザプレーン制御装置から外部に向けられた回線の帯域情
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報を含むことを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記状態情報が前記複数のユーザプレーン制御装置内で検出されたアラーム情報を含む
ことを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が、前記コントロールプレーン制御装置からの前記
状態情報の送信要求に基づいて、前記状態情報を前記コントロールプレーン制御装置に報
告することを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が、一定の周期で、前記状態情報を前記コントロー
ルプレーン制御装置に報告することを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の移動通信システムの制御方法であって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が、前記状態情報に変化があったときに、前記状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告することを特徴とする移動通信システム
の制御方法。
【請求項９】
　 コントロールプレーン制御装置と、

第１ ユーザプレーン制御装置と、
前記第１のユーザプレーン制御装置に帰属する第１の無線基地

局と、前記第２のユーザプレーン制御装置に帰属する第２の無線基地局と、を有する移動
通信システムの制御方法であって、
　前記第１のユーザプレーン制御装置は前記第１のユーザプレーン制御装置の第１の状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記第２のユーザプレーン制御装置は前記第２のユーザプレーン制御装置の第２の状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記コントロールプレーン制御装置は前記第１の状態情報と前記第２の状態情報を記憶
装置に記憶する工程と、
　前記第１のユーザプレーン制御装置との間で第１の無線リンクが張られている前記第１
の無線基地局の第１のエリアに位置する移動機が前記第２の無線基地局の第２のエリアに
移動した場合に、前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報を前記記憶装
置から読み出す工程と、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報に基づいて前記第２のユーザ
プレーン制御装置にて第２の無線リンクが追加可能であるかを判断する工程と、を有する
ことを特徴とする移動通信システムの制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の移動通信システムの制御方法であって、さらに、
　前記コントロールプレーン制御装置が第１のユーザプレーン制御装置を経由して前記第
２のユーザプレーン制御装置に対して、前記第２の無線基地局との間に前記第２の無線リ
ンクを追加するよう指示する工程を有することを特徴とする移動通信システムの制御方法
。
【請求項１１】
　 ユーザプレーン制御装置と

複数のコントロールプレーン制御装置とを有する移動通信システムの制御方法であって
、
　前記ユーザプレーン制御装置が前記ユーザプレーン制御装置の状態情報を前記複数のコ
ントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
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　前記複数のコントロールプレーン制御装置が前記状態情報を前記複数のコントロールプ
レーン制御装置のそれぞれの記憶装置に記憶する工程と、を含むことを特徴とする移動通
信システムの制御方法。
【請求項１２】
　移動通信システムであって、
　 コントロールプレーン制御装置と、
　 複数のユーザプレーン制御装置と、を有し、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記複数のユーザプレーン制御装置の状態情報を
前記コントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記状態情報を記憶装置に記憶することを特徴と
する移動通信システム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記コントロールプレーン制御装置から物理的に
分離されていることを特徴とする移動通信システム。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記状態情報が前記複数のユーザプレーン制御装置内のトラヒック情報を含むことを特
徴とする移動通信システム。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記状態情報が前記複数のユーザプレーン制御装置から外部に向けられた回線の帯域情
報を含むことを特徴とする移動通信システム。
【請求項１６】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記状態情報が前記複数のユーザプレーン制御装置内で検出されたアラーム情報を含む
ことを特徴とする移動通信システム。
【請求項１７】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が、前記コントロールプレーン制御装置からの前記
状態情報の送信要求に基づいて、前記状態情報を前記コントロールプレーン制御装置に報
告することを特徴とする移動通信システム。
【請求項１８】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が、一定の周期で、前記状態情報を前記コントロー
ルプレーン制御装置に報告することを特徴とする移動通信システム。
【請求項１９】
　請求項１２に記載の移動通信システムであって、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が、前記状態情報に変化があったときに、前記状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告することを特徴とする移動通信システム
。
【請求項２０】
　移動通信システムであって、
　 コントロールプレーン制御装置と、
　 第１ ユーザプレーン制御装置と、
　
　前記第１のユーザプレーン制御装置に帰属する第１の無線基地局と、
　前記第２のユーザプレーン制御装置に帰属する第２の無線基地局と、を有し、
　前記第１のユーザプレーン制御装置は前記第１のユーザプレーン制御装置の第１の状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告し、前記第２のユーザプレーン制御装置

10

20

30

40

50

(3) JP 3988043 B2 2007.10.10

無線アクセスネットワークの
前記無線アクセスネットワークの

無線アクセスネットワークの
前記無線アクセスネットワークの の
前記無線アクセスネットワークの第２のユーザプレーン制御装置と、



は前記第２のユーザプレーン制御装置の第２の状態情報を前記コントロールプレーン制御
装置に報告し、
　前記コントロールプレーン制御装置は前記第１の状態情報と前記第２の状態情報を記憶
装置に記憶し、
　前記第１のユーザプレーン制御装置との間で第１の無線リンクが張られている前記第１
の無線基地局の第１のエリアに位置する移動機が前記第２の無線基地局の第２のエリアに
移動した場合に、前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報を前記記憶装
置から読み出し、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報に基づいて前記第２のユーザ
プレーン制御装置にて第２の無線リンクが追加可能であるかを判断することを特徴とする
移動通信システム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の移動通信システムであって、さらに、
　前記コントロールプレーン制御装置が第１のユーザプレーン制御装置を経由して前記第
２のユーザプレーン制御装置に対して、前記第２の無線基地局との間に前記第２の無線リ
ンクを追加するよう指示することを特徴とする移動通信システム。
【請求項２２】
　移動通信システムであって、
　 ユーザプレーン制御装置と、
　 複数のコントロールプレーン制御装置と、を有し、
　前記ユーザプレーン制御装置が前記ユーザプレーン制御装置の状態情報を前記複数のコ
ントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記複数のコントロールプレーン制御装置が前記状態情報を前記複数のコントロールプ
レーン制御装置のそれぞれの記憶装置に記憶することを特徴とする移動通信システム。
【請求項２３】
　移動通信システムであって、
　移動機と、
　 コントロールプレーン制御装置と、
　 複数のユーザプレーン制御装置と、を有し、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記複数のユーザプレーン制御装置の状態情報を
前記コントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記状態情報を記憶装置に記憶することを特徴と
する移動通信システム。
【請求項２４】
　移動通信システムであって、
　移動機と、
　 ユーザプレーン制御装置と、
　 複数のコントロールプレーン制御装置と、を有し、
　前記ユーザプレーン制御装置が前記ユーザプレーン制御装置の状態情報を前記複数のコ
ントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記複数のコントロールプレーン制御装置が前記状態情報を前記複数のコントロールプ
レーン制御装置のそれぞれの記憶装置に記憶することを特徴とする移動通信システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ： Radio Access Network）の制御方法およ
び無線アクセスネットワーク、無線制御装置（ＲＮＣ： Radio Network Controller）の制
御方法および無線制御装置に関し、特に、Ｗ－ＣＤＭＡセルラ方式における無線制御装置
の改良に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
図９は、従来の無線アクセスネットワークを含む移動通信システムであるＷ－ＣＤＭＡ通
信システムを示す図である。
【０００３】
図９に示すように、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１は、無線制御装置（ＲＮＣ）
４，５と、Ｎｏｄｅ　Ｂ（ノードＢ）６～９により構成されており、交換機ネットワーク
であるコアネットワーク（ＣＮ）３とＩｕインタフェースを介して接続される。Ｎｏｄｅ
　Ｂ６～９とＲＮＣ４，５間のインタフェースはＩｕｂと称されており、ＲＮＣ４，５間
のインタフェースとしてＩｕｒインタフェースも規定されている。なお、図９の構成の詳
細は３ＧＰＰ（３ rd Generation Partnership Projects）に規定されている（例えば、非
特許文献１参照）。
【０００４】
Ｎｏｄｅ　Ｂ６～９は、無線送受信を行う論理的なノードを意味し、具体的には、無線基
地局装置である。各Ｎｏｄｅ　Ｂ６～９は１つあるいは複数のセル１０をカバーするもの
であり、移動機（ＵＥ）２と無線インタフェースを介して接続されて無線回線を終端する
。
【０００５】
ＲＮＣ４，５は、Ｎｏｄｅ　Ｂ６～９の管理と、ソフトハンドオーバ時の無線パスの選択
合成を行うものであり、その装置構成は、制御信号を転送するシグナリングのためのプロ
トコルであるＣ（ Control）プレーンを制御する機能と、移動機（ＵＥ）２に関するユー
ザデータを転送するためのプロトコルであるＵ（ User）プレーンを制御する機能との両制
御機能が物理的に一体とされている。
【０００６】
この様なＵプレーンとＣプレーンとの両制御機能が一体化された従来のＲＮＣを有する無
線アクセスネットワークにおいては、シグナリングの処理能力を向上させたい場合には、
Ｃプレーンの制御機能のみを追加すれば良いにもかかわらず、ＲＮＣそのものを追加する
ことが必要である。また、ユーザデータの転送速度を向上させたい場合には、Ｕプレーン
の制御機能のみを追加すれば良いにもかかわらず、ＲＮＣそのものを追加することが必要
である。従って、従来のＲＮＣの構成では、スケラビリティに富んだシステムを構築する
ことが困難である。
【０００７】
そのため、最近の無線アクセスネットワークにおいては、Ｃプレーンを制御するＣプレー
ン制御装置と、Ｕプレーンを制御するＵプレーン制御装置とを別装置として物理的に分離
して設けた構成が一部で提案されている。
【０００８】
この構成によれば、シグナリングの処理能力を向上させたい場合には、Ｃプレーン制御装
置のみを追加すれば良く、また、ユーザデータの転送速度を向上させたい場合には、Ｕプ
レーン制御装置のみを追加すれば良いため、スケラビリティに富んだシステムを構築する
ことが可能となる。
【０００９】
具体的な構成としては、例えば、１個のＣプレーン制御装置に対してｎ個のＵプレーン制
御装置を帰属させる構成や、ｎ個のＣプレーン制御装置に対してｍ個のＵプレーン制御装
置を帰属させる構成等、様々な構成が考えられる。さらに、ｎ個のＣプレーン制御装置に
対してｍ個のＵプレーン制御装置を帰属させる構成とする場合には、１個のＵプレーン制
御装置を２個以上のＣプレーン制御装置の配下に置く構成とすることも可能である。
【００１０】
【非特許文献１】
3GPP TS 25.401 V5.4.0 （ 2002-09）（ 3rd Generation Partnership Project ;Technical
 Specification Group Radio Access Network ;UTRAN Overall Description （ Release 5
））
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【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のような従来の無線アクセスネットワークにおいては、Ｃプレーン制
御装置とＵプレーン制御装置とが物理的に分離されているため、ＵプレーンとＣプレーン
との両制御機能が一体化されていた既存のシステム構成においては容易に確認できていた
Ｕプレーン制御装置の状態管理（特に、時々刻々と変化するトラヒック等の状態情報）が
非常に困難になるという問題点がある。
【００１２】
特に、ｎ個のＣプレーン制御装置に対してｍ個のＵプレーン制御装置を帰属させ、１個の
Ｕプレーン制御装置が２個以上のＣプレーン制御装置の配下に置かれた構成とした場合に
は、Ｃプレーン制御装置において、自配下のＵプレーン制御装置が別のＣプレーン制御装
置によりどのように使用されているかがわからず、自配下のＵプレーン制御装置の状態管
理がさらに困難となる。
【００１３】
このように、Ｃプレーン制御装置とＵプレーン制御装置とを分離して設けた無線アクセス
ネットワークにおいては、Ｕプレーン制御装置の状態管理が困難であるため、特に、無線
リンク追加等を行うハンドオーバ処理時にトラヒックが時々刻々と変化しているような状
況下では、効率的にリソースを割当てることができなくなる。従って、既存システムで実
現されているＵプレーン制御装置の状態管理やハンドオーバ処理を保証することができる
何らかの制御方法が必要となる。
【００１４】
そこで、本発明の目的は、Ｕプレーン制御装置の状態管理や、ハンドオーバ処理を保証す
ることができる、無線アクセスネットワークの制御方法および無線アクセスネットワーク
、無線制御装置の制御方法および無線制御装置を提供することにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明の移動通信システムの制御方法は、
　 コントロールプレーン制御装置と

複数のユーザプレーン制御装置とを有する移動通信システムの制御方法であって
、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記複数のユーザプレーン制御装置の状態情報を
前記コントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記状態情報を記憶装置に記憶する工程と、を含
むことを特徴とする。
　また、前記複数のユーザプレーン制御装置が前記コントロールプレーン制御装置から物
理的に分離されていることを特徴とする。
【００１６】
　また、 状態情報 ユーザプレーン制御 内のトラヒック情報 こ
とを特徴とする。
【００１７】
　また、 状態情報 ユーザプレーン制御 から外部に向けられた回線の
帯域情報 ことを特徴とする。
【００１８】
　また、 状態情報 ユーザプレーン制御 内で検出されたアラーム情報

ことを特徴とする。
【００１９】
　また、前記 ユーザプレーン制御 、前記コントロールプレーン制御

前記状態情報の送信要求 、前記状態情報を前記コントロールプレーン制御
報告することを特徴とする。

【００２０】
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　また、前記 ユーザプレーン制御 、一定の周期で 前記状態情報を前記コン
トロールプレーン制御 報告することを特徴とする。
【００２１】
　また、前記 ユーザプレーン制御 、 状態情報 前
記状態情報を前記コントロールプレーン制御 報告することを特徴とする。
【００２４】
　また、 コントロールプレーン制御装置と、

第１ ユーザプレーン制御装置と、
前記第１のユーザプレーン制御装置に帰属する第１の無

線基地局と、前記第２のユーザプレーン制御装置に帰属する第２の無線基地局と、を有す
る移動通信システムの制御方法であって、
　前記第１のユーザプレーン制御装置は前記第１のユーザプレーン制御装置の第１の状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記第２のユーザプレーン制御装置は前記第２のユーザプレーン制御装置の第２の状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記コントロールプレーン制御装置は前記第１の状態情報と前記第２の状態情報を記憶
装置に記憶する工程と、
　前記第１のユーザプレーン制御装置との間で第１の無線リンクが張られている前記第１
の無線基地局の第１のエリアに位置する移動機が前記第２の無線基地局の第２のエリアに
移動した場合に、前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報を前記記憶装
置から読み出す工程と、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報に基づいて前記第２のユーザ
プレーン制御装置にて第２の無線リンクが追加可能であるかを判断する工程と、を有する
ことを特徴とする。
【００２６】
　さらに、前記コントロールプレーン制御装置が第１のユーザプレーン制御装置を経由し
て前記第２のユーザプレーン制御装置に対して、前記第２の無線基地局との間に前記第２
の無線リンクを追加するよう指示する工程を有することを特徴とする。
　また、 ユーザプレーン制御装置と

複数のコントロールプレーン制御装置とを有する移動通信システムの制御方法で
あって、
　前記ユーザプレーン制御装置が前記ユーザプレーン制御装置の状態情報を前記複数のコ
ントロールプレーン制御装置に報告する工程と、
　前記複数のコントロールプレーン制御装置が前記状態情報を前記複数のコントロールプ
レーン制御装置のそれぞれの記憶装置に記憶する工程と、を含むことを特徴とする。
【００２７】
　上記目的を達成するために本発明の移動通信システムは、
　移動通信システムであって、
　 コントロールプレーン制御装置と、
　 複数のユーザプレーン制御装置と、を有し、
　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記複数のユーザプレーン制御装置の状態情報を
前記コントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記状態情報を記憶装置に記憶することを特徴と
する。
　また、前記複数のユーザプレーン制御装置が前記コントロールプレーン制御装置から物
理的に分離されていることを特徴とする。
【００２８】
　また、 ユーザプレーン制御 内のトラヒック情報を こ
とを特徴とする。
【００２９】
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　また、 ユーザプレーン制御 から外部に向けられた回線の
帯域情報を ことを特徴とする。
【００３０】
　また、 ユーザプレーン制御 内で検出されたアラーム情報
を ことを特徴とする
【００３１】
　また、前記 ユーザプレーン制御 、前記コントロールプレーン制御

前記状態情報の送信要求 、前記状態情報を前記コントロールプレーン制御
報告することを特徴とする。

【００３２】
　また、前記 ユーザプレーン制御 、一定の周期で 前記状態情報を前記コン
トロールプレーン制御 報告することを特徴とする。
【００３３】
　前記 ユーザプレーン制御 、 状態情報 前記状態
情報を前記コントロールプレーン制御 報告することを特徴とする。
【００３６】
　また、移動通信システムであって、
　 コントロールプレーン制御装置と、
　 第１ ユーザプレーン制御装置と、
　
　前記第１のユーザプレーン制御装置に帰属する第１の無線基地局と、
　前記第２のユーザプレーン制御装置に帰属する第２の無線基地局と、を有し、
　前記第１のユーザプレーン制御装置は前記第１のユーザプレーン制御装置の第１の状態
情報を前記コントロールプレーン制御装置に報告し、前記第２のユーザプレーン制御装置
は前記第２のユーザプレーン制御装置の第２の状態情報を前記コントロールプレーン制御
装置に報告し、
　前記コントロールプレーン制御装置は前記第１の状態情報と前記第２の状態情報を記憶
装置に記憶し、
　前記第１のユーザプレーン制御装置との間で第１の無線リンクが張られている前記第１
の無線基地局の第１のエリアに位置する移動機が前記第２の無線基地局の第２のエリアに
移動した場合に、前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報を前記記憶装
置から読み出し、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記第２の状態情報に基づいて前記第２のユーザ
プレーン制御装置にて第２の無線リンクが追加可能であるかを判断することを特徴とする
。
【００３８】
　また、前記コントロールプレーン制御装置が第１のユーザプレーン制御装置を経由して
前記第２のユーザプレーン制御装置に対して、前記第２の無線基地局との間に前記第２の
無線リンクを追加するよう指示することを特徴とする。
　また、移動通信システムであって、
　 ユーザプレーン制御装置と、
　 複数のコントロールプレーン制御装置と、を有し、
　前記ユーザプレーン制御装置が前記ユーザプレーン制御装置の状態情報を前記複数のコ
ントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記複数のコントロールプレーン制御装置が前記状態情報を前記複数のコントロールプ
レーン制御装置のそれぞれの記憶装置に記憶することを特徴とする。
　また、移動通信システムであって、
　移動機と、
　 コントロールプレーン制御装置と、
　 複数のユーザプレーン制御装置と、を有し、
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　前記複数のユーザプレーン制御装置が前記複数のユーザプレーン制御装置の状態情報を
前記コントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記コントロールプレーン制御装置が前記状態情報を記憶装置に記憶することを特徴と
する。
　また、移動通信システムであって、
　移動機と、
　 ユーザプレーン制御装置と、
　 複数のコントロールプレーン制御装置と、を有し、
　前記ユーザプレーン制御装置が前記ユーザプレーン制御装置の状態情報を前記複数のコ
ントロールプレーン制御装置に報告し、
　前記複数のコントロールプレーン制御装置が前記状態情報を前記複数のコントロールプ
レーン制御装置のそれぞれの記憶装置に記憶することを特徴とする。
【００６３】
（作用）
上記のように構成された本発明においては、ユーザプレーン制御手段において、自己が帰
属しているコントロールプレーン制御手段に対し、自己の状態情報（トラヒック／帯域／
アラーム情報）を報告し、コントロールプレーン制御手段において、自配下のユーザプレ
ーン制御手段毎に該ユーザプレーン制御手段から報告された状態情報を管理している。
【００６４】
従って、Ｃプレーン制御装置側では、Ｕプレーン制御装置の状態情報を容易に管理するこ
とが可能となるとともに、ハンドオーバ時に、自配下のＵプレーン制御装置の状態情報に
基づいて無線リンクを追加するＵプレーン制御装置を決定するなどの経路制御を実現する
ことが可能となる。
【００６５】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００６６】
図１は、本発明の一実施形態による無線アクセスネットワークを含む移動通信システムを
示す図であり、図９と同等部分は同一符号により示している。
【００６７】
図１に示すように、無線制御装置（ＲＮＣ： Radio Network Controller）４は、シグナリ
ングを制御するＣプレーンに相当するＣプレーン制御装置（ＣＰＥ： Control Plane Equi
pment）４１ａ～４１ｂと、ユーザデータを制御するＵプレーン制御装置（ＵＰＥ： User 
Plane Equipment）４２ａ～４２ｃとに物理的に分離された構成となっている。Ｃプレー
ン制御装置４１ａ～４１ｂとＵプレーン制御装置４２ａ～４２ｃは、ルータ１７を介して
接続されている。なお、図１においては、２つのＣプレーン制御装置４１ａ～４１ｂおよ
び３つのＵプレーン制御装置４２ａ～４２ｃが図示されているが、Ｃプレーン制御装置お
よびＵプレーン制御装置の数はこれらに限定されないことは言うまでもない。
【００６８】
Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂは、呼処理などのシグナリング処理を行っており、呼
量が多くなると、処理能力が足りなくなる場合が考えられる。その場合、従来のようにＲ
ＮＣ単位で増設を行わなくても、Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂを新たに追加するこ
とで、処理を容易に分散することができる。
【００６９】
一方、Ｕプレーン制御装置４２ａ～４２ｃは、移動機（ＵＥ）からＮｏｄｅ　Ｂ（無線基
地局）を介して転送されてきたユーザデータの転送処理を行っており、各移動機（ＵＥ）
の転送する送受信データ量が多くなると、処理能力が足りなくなる場合が考えられる。そ
の場合、従来のようにＲＮＣ単位で増設を行わなくても、Ｕプレーン制御装置４２ａ～４
２ｃを新たに追加することで、処理を容易に分散することができる。
【００７０】
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Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂは、自配下のＮｏｄｅ　Ｂのリソースを管理しており
、別のＣプレーン制御装置がそのＮｏｄｅ　Ｂのリソースを使用したい場合には、そのＮ
ｏｄｅ　Ｂのリソースを管理しているＣプレーン制御装置に問い合わせを行う。
【００７１】
さらに、Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂは、自配下のＵプレーン制御装置のリソース
を管理しており、別のＣプレーン制御装置がそのＵプレーン制御装置のリソースを使用し
たい場合には、そのＵプレーン制御装置のリソースを管理しているＣプレーン制御装置に
問い合わせを行う。
【００７２】
特に、Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂは、自配下のＵプレーン制御装置のリソースの
時々刻々と変化するような状態情報については、自配下のＵプレーン制御装置から随時状
態情報テーブルを収集し管理を行っている。
【００７３】
具体的には、Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂは、図２に示すように、Ａ：装置内トラ
ヒック、Ｂ：各ノード間回線の帯域、Ｃ：各種アラームの３つの状態情報を含む状態情報
テーブルを自配下のＵプレーン制御装置から収集し管理している。これらの各情報は次の
ようなパラメータで構成されている。
【００７４】
Ａ：装置内トラヒック
Ｕプレーン制御装置内のトラヒック情報（リンク数やＵプレーン使用率などのリソース使
用率）を示すパラメータ。
【００７５】
Ｂ：各ノード間回線の帯域
Ｕプレーン制御装置の外部に向けられた回線、すなわちＵプレーン制御装置が物理的に接
続されているＮｏｄｅ　Ｂ側の回線とルータ側（あるいはＣプレーン制御装置側）の回線
の各々の使用帯域情報（バースト的に発生した値や、一定時間内の平均値など）を示すパ
ラメータ。
【００７６】
Ｃ：各種アラーム
Ｕプレーン制御装置内で想定されるアラーム情報（輻輳や障害などの準正常／異常状態）
を示すパラメータ。
【００７７】
また、Ｃプレーン制御装置／Ｕプレーン制御装置／Ｎｏｄｅ　Ｂの帰属関係は、１個の上
位ノードに対してｎ個の下位ノードを帰属させる場合、すなわち一意に帰属する上位ノー
ドが決定される場合と、ｎ個の上位ノードに対してｍ個の下位ノードを帰属させる場合、
すなわち２重／多重に帰属する上位ノードが決定される場合の双方のネットワーク構成を
想定している。
【００７８】
具体的には、図１においては、Ｃプレーン制御装置：Ｕプレーン制御装置：Ｎｏｄｅ　Ｂ
（無線基地局）の帰属関係は次のようになっている。
・Ｕプレーン制御装置４２ａ～４２ｃ
Ｕプレーン制御装置４２ａ：Ｃプレーン制御装置４１ａにのみ帰属
Ｕプレーン制御装置４２ｂ：Ｃプレーン制御装置４１ａと４１ｂの双方に帰属
（但し、ＮｏｄｅＢの状態管理上、論理的には４１ａに帰属）
Ｕプレーン制御装置４２ｃ：Ｃプレーン制御装置４１ｂにのみ帰属
・Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａ～６ｅ
Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａ：Ｕプレーン制御装置４２ａにのみ帰属
Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂ：Ｕプレーン制御装置４２ａと４２ｂの双方に帰属
Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｃ：Ｕプレーン制御装置４２ｂにのみ帰属
Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄ：Ｕプレーン制御装置４２ｂと４２ｃの双方に帰属
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Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｅ：Ｕプレーン制御装置４２ｃにのみ帰属
また、Ｕプレーン制御装置をＮｏｄｅ　Ｂに統合することとし、Ｃプレーン制御装置／Ｎ
ｏｄｅ　Ｂ（Ｕプレーン制御装置を含む）の帰属関係を、１個のＣプレーン制御装置に対
してｎ個のＮｏｄｅ　Ｂ（Ｕプレーン制御装置を含む）を帰属させる場合と、ｎ個のＣプ
レーン制御装置に対してｍ個のＮｏｄｅ　Ｂ（Ｕプレーン制御装置を含む）を帰属させる
場合の双方のネットワーク構成として想定することも可能である。
【００７９】
また、Ｃプレーン制御装置４１ａ～４１ｂとＵプレーン制御装置４２ａ～４２ｃ間は、Ｉ
Ｐ（ Internet Protocol）ベースのネットワーク構成だけでなく、ＡＴＭ（ Asynchronous 
Transfer Mode）ベースのネットワーク構成とすることも考えられる。なお、図１に示し
たＣプレーン制御装置４１ａ～４１ｂとＵプレーン制御装置４２ａ～４２ｃ間は、ＩＰベ
ースのネットワーク構成であるため、ルータ１７を介して接続されている。
【００８０】
以下に、図１に示した無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１の制御方法について説明す
る。
【００８１】
最初に、Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂが、Ｕプレーン制御装置の状態情報を収集す
る処理について、図３のフローチャートを参照して説明する。
【００８２】
Ｕプレーン制御装置４２ａは、図２に示すような３つの状態情報（Ａ：装置内トラヒック
、Ｂ：各ノード間回線の帯域、Ｃ：各種アラーム）を含む状態情報テーブルをメッセージ
として設定し、自己が帰属しているＣプレーン制御装置４１ａに対して報告する（ステッ
プ３０１）。
【００８３】
なお、本実施形態においては、Ｕプレーン制御装置の状態情報テーブルの報告方法として
、自己が帰属しているＣプレーン制御装置から状態情報テーブルの送信要求を受ける度に
即時に応答して状態情報テーブルを報告する方法や、一定の周期で状態情報テーブルを報
告する方法や、Ｕプレーン制御装置内の状態変化をトリガーとして状態情報テーブルを報
告する方法（Ｕプレーン制御装置の障害などのアラームをトリガーとして自律的に報告す
る方法）等を想定している。
【００８４】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｕプレーン制御装置４２ａからメッセージとして受信した
状態情報テーブルを、自メモリ内にＵプレーン制御装置毎に記憶する（ステップ３０２）
。
【００８５】
同様に、Ｕプレーン制御装置４２ｃは、図２に示すような状態情報テーブルをメッセージ
として設定し、自己が帰属しているＣプレーン制御装置４１ｂに対して送信し（ステップ
３０３）、Ｃプレーン制御装置４１ｂは、Ｕプレーン制御装置４２ｃからメッセージとし
て受信した状態情報テーブルを、自メモリ内にＵプレーン制御装置毎に記憶する（ステッ
プ３０４）。
【００８６】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｕプレーン制御装置４２ａから２回目以降の状態情報テー
ブルを受信すると（ステップ３０５）、受信した状態情報の内容で自メモリ内の状態情報
テーブルを上書きする（ステップ３０６）。
【００８７】
同様に、Ｃプレーン制御装置４１ｂは、Ｕプレーン制御装置４２ｃから２回目以降の状態
情報テーブルを受信すると（ステップ３０７）、受信した状態情報の内容で自メモリ内の
状態情報テーブルを上書きする（ステップ３０８）。
【００８８】
Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂは、共に配下にＵプレーン制御装置４２ｂがあるが、
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Ｕプレーン制御装置４２ｂは論理的帰属（Ｕプレーン制御装置配下のＮｏｄｅＢ情報管理
）を行っているＣプレーン制御装置４１ａに対して状態情報テーブルを報告し、報告され
た状態情報の内容で自メモリ内の状態情報テーブルを上書きする。
【００８９】
このように、Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂは、自配下のＵプレーン制御装置から状
態情報テーブルを収集して管理しており、状態情報テーブルの内容によっては以下のよう
な処理を行うことが可能になる。
【００９０】
例えば、Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂは、Ｕプレーン制御装置の装置内トラヒック
パラメータが自メモリ内に保持されている装置内トラヒックパラメータの閾値を超えてい
ると判断した場合には、対象となるＵプレーン制御装置に対して新規呼の受け付け制限や
既存呼に対する呼の追い出し（ハンドオーバ処理も含む）などのアクセス規制処理を実施
する。
【００９１】
また、Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂは、自メモリ内に保持されている各種帯域パラ
メータに基づき、Ｕプレーン制御装置の各ノード間回線の残帯域が新規呼が要求するサー
ビスに必要な帯域を保証するだけの空きがないと判断した場合、新規呼の受け付け制限や
、要求されているサービスによっては品質クラスを変更して受け付けるなどの処理を実施
する。
【００９２】
また、Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂは、自メモリ内に保持されている各種アラーム
パラメータに基づき、Ｕプレーン制御装置の状態が輻輳／障害などの準正常／異常関連の
アラーム状態であると判断した場合、新規呼の受け付け制限や既存呼の解放処理などを実
施する。
【００９３】
さらに、Ｃプレーン制御装置４１ａ，４１ｂは、必要に応じて自配下のＵプレーン制御装
置以外のＵプレーン制御装置の状態情報テーブルを得るために、対象のＵプレーン制御装
置が帰属している別のＣプレーン制御装置に対して、対象のＵプレーン制御装置の状態情
報テーブルの問い合わせを行うことも可能である。
【００９４】
例えば、Ｃプレーン制御装置４１ａは、自配下以外のＵプレーン制御装置４２ｃの状態情
報テーブルを得る場合、Ｕプレーン制御装置４２ｃが帰属しているＣプレーン制御装置４
１ｂに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｃの状態情報テーブルの問い合わせを行う（ステ
ップ３０９）。
【００９５】
これを受けて、Ｃプレーン制御装置４１ｂは、Ｕプレーン制御装置４２ｃの状態情報テー
ブルを自メモリから読み出し（ステップ３１０）、読み出した状態情報テーブルをＣプレ
ーン制御装置４１ａに転送する（ステップ３１１）。
【００９６】
なお、ステップ３０９～３１１のような処理は、例えば、Ｃプレーン制御装置が、ハンド
オーバ、リロケーション、負荷分散／危険分散のための２重化などで、自配下のＵプレー
ン制御装置が現在実施している処理を、自配下のＵプレーン制御装置以外のＵプレーン制
御装置に移管する場合などに実施される。
【００９７】
次に、図４に示すように、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａがカバーしているセルのエリアに位置する移
動機（ＵＥ）２が、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂ～６ｅの各エリアに移動する各々の場合のハンドオ
ーバ処理について、図５～図８を参照して説明する。なお、図４において、移動機（ＵＥ
）２が移動する前に張られている無線リンクは、Ｕプレーン制御装置４２ａを通るルート
＃０であるものとする。
【００９８】
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最初に、移動機（ＵＥ）２が、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａのセルエリアからＮｏｄｅ　Ｂ６ｂのセ
ルエリアに移動する場合のハンドオフ処理について、図５のフローチャートを参照して説
明する。なお、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａと同一Ｃプレーン制御装置４１ａ
配下のＵプレーン制御装置４２ａ，４２ｂの双方に帰属している。
【００９９】
この場合、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂの無線リンク（ RADIO LINK）の追加候補としては、Ｕプレー
ン制御装置４２ａを通るルート＃１と、Ｕプレーン制御装置４２ｂを通るルート＃２の２
ルートが存在する。
【０１００】
そのため、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａからＵプレーン制御装置４２
ａを介して、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂの無線リンク追加要求を受信すると（ステップ５０１，５
０２）、まず、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂが帰属している自配下のＵプレーン制御装置４２ａに対
応する状態情報テーブルを自メモリから読み出し（ステップ５０３）、読み出した状態情
報テーブルに基づいてＵプレーン制御装置４２ａにて無線リンクの追加が可能であるかを
判断する（ステップ５０４）。
【０１０１】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ５０４でＵプレーン制御装置４２ａにて無線リン
クの追加が可能であると判断した場合、Ｕプレーン制御装置４２ａに対して、Ｕプレーン
制御装置４２ａとＮｏｄｅ　Ｂ６ｂとの間で無線リンクを追加するよう指示を行う（ステ
ップ５０５）。続いて、Ｕプレーン制御装置４２ａは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂに対して、Ｕプ
レーン制御装置４２ａとの間の無線リンクを追加するよう指示を行う（ステップ５０６）
。
【０１０２】
一方、Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ５０４でＵプレーン制御装置４２ａにて無
線リンクの追加が不可能であると判断した場合、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂが他に帰属している自
配下のＵプレーン制御装置４２ｂの状態情報テーブルを自メモリから読み出し（ステップ
５０７）、読み出した状態情報テーブルに基づいてＵプレーン制御装置４２ｂにて無線リ
ンクの追加が可能であるかを判断する（ステップ５０８）。
【０１０３】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ５０８でＵプレーン制御装置４２ｂにて無線リン
クの追加が可能であると判断した場合、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン
制御装置４２ｂに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとＮｏｄｅ　Ｂ６ｂとの間で無線リ
ンクを追加するよう指示を行う（ステップ５０９，５１０）。続いて、Ｕプレーン制御装
置４２ｂは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｂに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとの間の無線リンク
を追加するよう指示を行う（ステップ５１１）。
【０１０４】
このとき、Ｕプレーン制御装置４２ａ，４２ｂは、Ｕプレーン制御装置４２ａ，４２ｂ間
で直接信号の送受信を実現するために、既存のＵＴＲＡＮではＲＮＣ間の信号送受信に使
用しているＲＮＳＡＰプロトコルに相当するプロトコルを実装して信号の送受信を行って
いる。
【０１０５】
仮に、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｕプレーン制御装置４２ａ，４２ｂの状態情報テー
ブルを判断した結果、Ｕプレーン制御装置４２ａ，４２ｂの双方で無線リンクの追加が不
可能であると判断した場合には、Ｕプレーン制御装置４２ａに対して、Ｕプレーン制御装
置４２ａとＮｏｄｅ　Ｂ６ｂとの間の無線リンクの追加指示を出し、追加を行うか判断を
任せる。これは、Ｕプレーン制御装置４２ａが無線リンクの追加指示を受け取った時点で
、無線リンクの追加が可能な状態に遷移している場合を考慮するためである。但し、Ｕプ
レーン制御装置４２ａにアラームが発生しているときには、無線リンク追加指示の失敗を
指示する。
【０１０６】
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次に、移動機（ＵＥ）２が、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａのセルエリアからＮｏｄｅ　Ｂ６ｃのセル
エリアに移動する場合のハンドオフ処理について、図６のフローチャートを参照して説明
する。なお、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｃは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａと同一Ｃプレーン制御装置４１ａ配
下のＵプレーン制御装置４２ｂにのみ帰属している。
【０１０７】
この場合、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｃの無線リンク（ RADIO LINK）の追加候補としては、Ｕプレー
ン制御装置４２ｂを通るルート＃３の１ルートのみが存在する。
【０１０８】
そのため、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａからＵプレーン制御装置４２
ａを介して、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｃの無線リンク追加要求を受信すると（ステップ６０１，６
０２）、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｃが帰属している自配下のＵプレーン制御装置４２ｂに対応する
状態情報テーブルを自メモリから読み出し（ステップ６０３）、読み出した状態情報テー
ブルに基づいてＵプレーン制御装置４２ｂにて無線リンクの追加が可能であるかを判断す
る（ステップ６０４）。
【０１０９】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ６０４でＵプレーン制御装置４２ｂにて無線リン
クの追加が可能であると判断した場合、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン
制御装置４２ｂに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとＮｏｄｅ　Ｂ６ｃとの間で無線リ
ンクを追加するよう指示を行う（ステップ６０５，６０６）。続いて、Ｕプレーン制御装
置４２ｂは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｃに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとの間の無線リンク
を追加するよう指示を行う（ステップ６０７）。
【０１１０】
なお、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｕプレーン制御装置４２ｂの状態情報テーブルを判
断した結果、Ｕプレーン制御装置４２ｂで無線リンクの追加が不可能であると判断した場
合にも、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン制御装置４２ｂに対して、Ｕプ
レーン制御装置４２ｂとＮｏｄｅ　Ｂ６ｃとの間の無線リンクの追加指示を出し、追加を
行うか判断を任せる。但し、Ｕプレーン制御装置４２ｂにアラームが発生しているときに
は、無線リンク追加指示の失敗を指示する。
【０１１１】
次に、移動機（ＵＥ）２が、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａのセルエリアからＮｏｄｅ　Ｂ６ｄのセル
エリアに移動する場合のハンドオフ処理について、図７を参照して説明する。なお、Ｎｏ
ｄｅ　Ｂ６ｄは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａと同一Ｃプレーン制御装置４１ａ配下のＵプレーン制
御装置４２ｂと、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａとは異なるＣプレーン制御装置４１ｂ配下のＵプレー
ン制御装置４２ｃの双方に帰属している。
【０１１２】
この場合、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄの無線リンク（ RADIO LINK）の追加候補としては、Ｕプレー
ン制御装置４２ｂを通るルート＃４と、Ｕプレーン制御装置４２ｃを通るルート＃５の２
ルートが存在する。
【０１１３】
そのため、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａからＵプレーン制御装置４２
ａを介して、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄの無線リンク追加要求を受信すると（ステップ７０１，７
０２）、まず、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄが帰属している自配下のＵプレーン制御装置４２ｂに対
応する状態情報テーブルを自メモリから読み出し（ステップ７０３）、読み出した状態情
報テーブルに基づいてＵプレーン制御装置４２ｂにて無線リンクの追加が可能であるかを
判断する（ステップ７０４）。
【０１１４】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ７０４でＵプレーン制御装置４２ｂにて無線リン
クの追加が可能であると判断した場合、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン
制御装置４２ｂに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとＮｏｄｅ　Ｂ６ｄとの間で無線リ
ンクを追加するよう指示を行う（ステップ７０５，７０６）。続いて、Ｕプレーン制御装
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置４２ｂは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとの間の無線リンク
を追加するよう指示を行う（ステップ７０７）。
【０１１５】
一方、Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ７０４でＵプレーン制御装置４２ｂにて無
線リンクの追加が不可能であると判断した場合、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄが他に帰属しているＵ
プレーン制御装置４２ｃの状態情報テーブルを読み出すために、Ｕプレーン制御装置４２
ｃが帰属しているＣプレーン制御装置４１ｂに対してＵプレーン制御装置４２ｃの状態情
報テーブルの問い合わせを行う（ステップ７０８）。
【０１１６】
これを受けて、Ｃプレーン制御装置４１ｂは、Ｕプレーン制御装置４２ｃの状態情報テー
ブルを自メモリから読出し（ステップ７０９）、読み出した状態情報テーブルをＣプレー
ン制御装置４１ａに転送する（ステップ７１０）。
【０１１７】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ７１０でＣプレーン制御装置４１ｂから転送され
てきた状態情報テーブルに基づいてＵプレーン制御装置４２ｃにて無線リンクの追加が可
能であるかを判断する（ステップ７１１）。
【０１１８】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ７１１でＵプレーン制御装置４２ｃにて無線リン
クの追加が可能であると判断した場合、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン
制御装置４２ｃに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｃとＮｏｄｅ　Ｂ６ｄとの間で無線リ
ンクを追加するよう指示を行う（ステップ７１２，７１３）。続いて、Ｕプレーン制御装
置４２ｃは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｄに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｃとの間の無線リンク
を追加するよう指示を行う（ステップ７１４）。
【０１１９】
仮に、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｕプレーン制御装置４２ｂ，４２ｃの状態情報テー
ブルを判断した結果、Ｕプレーン制御装置４２ｂ，４２ｃの双方で無線リンクの追加が不
可能であると判断した場合には、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン制御装
置４２ｂに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｂとＮｏｄｅ　Ｂ６ｄとの間の無線リンクの
追加指示を出し、追加を行うか判断を任せる。但し、Ｕプレーン制御装置４２ｂにアラー
ムが発生しているときには、無線リンク追加指示の失敗を指示する。
【０１２０】
次に、移動機（ＵＥ）２が、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａのセルエリアからＮｏｄｅ　Ｂ６ｅのセル
エリアに移動する場合のハンドオフ処理について、図８を参照して説明する。なお、Ｎｏ
ｄｅ　Ｂ６ｅは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａとは異なるＣプレーン制御装置４１ｂ配下のＵプレー
ン制御装置４２ｃにのみ帰属している。
【０１２１】
この場合、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｅの無線リンク（ RADIO LINK）の追加候補としては、Ｕプレー
ン制御装置４２ｃを通るルート＃６の１ルートのみが存在する。
【０１２２】
そのため、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ａからＵプレーン制御装置４２
ａを介して、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｅの無線リンク追加要求を受信すると（ステップ８０１，８
０２）、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｅが帰属しているＵプレーン制御装置４２ｃの状態情報テーブル
を読み出すために、Ｕプレーン制御装置４２ｃが帰属しているＣプレーン制御装置４１ｂ
に対してＵプレーン制御装置４２ｃの状態情報テーブルの問い合わせを行う（ステップ８
０３）。
【０１２３】
これを受けて、Ｃプレーン制御装置４１ｂは、Ｕプレーン制御装置４２ｃの状態情報テー
ブルを自メモリから読出し（ステップ８０４）、読み出した状態情報テーブルをＣプレー
ン制御装置４１ａに転送する（ステップ８０５）。
【０１２４】
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Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ８０５でＣプレーン制御装置４１ｂから転送され
てきた状態情報テーブルに基づいてＵプレーン制御装置４２ｃにて無線リンクの追加が可
能であるかを判断する（ステップ８０６）。
【０１２５】
Ｃプレーン制御装置４１ａは、ステップ８０６でＵプレーン制御装置４２ｃにて無線リン
クの追加が可能であると判断した場合、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン
制御装置４２ｃに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｃとＮｏｄｅ　Ｂ６ｅとの間で無線リ
ンクを追加するよう指示を行う（ステップ８０７，８０８）。続いて、Ｕプレーン制御装
置４２ｃは、Ｎｏｄｅ　Ｂ６ｅに対して、Ｕプレーン制御装置４２ｃとの間の無線リンク
を追加するよう指示を行う（ステップ８０９）。
【０１２６】
なお、Ｃプレーン制御装置４１ａは、Ｕプレーン制御装置４２ｃの状態情報テーブルを判
断した結果、Ｕプレーン制御装置４２ｃで無線リンクの追加が不可能であると判断した場
合にも、Ｕプレーン制御装置４２ａを経由してＵプレーン制御装置４２ｃに対して、Ｕプ
レーン制御装置４２ｃとＮｏｄｅ　Ｂ６ｅとの間の無線リンクの追加指示を出し、追加を
行うか判断を任せる。但し、Ｕプレーン制御装置４２ｃにアラームが発生しているときに
は、無線リンク追加指示の失敗を指示する。
【０１２７】
【発明の効果】
以上説明したように本発明は、ユーザプレーン制御手段とコントロールプレーン制御手段
とが物理的に分離して設けられた無線アクセスネットワークにおいて、ユーザプレーン制
御手段が、自己が帰属しているコントロールプレーン制御手段に対して自己の状態情報（
トラヒック／帯域／アラーム情報）を報告し、コントロールプレーン制御手段が、自配下
のユーザプレーン制御手段毎に該ユーザプレーン制御手段から報告された状態情報を一括
して管理している。
【０１２８】
これにより、Ｃプレーン制御装置側では、Ｕプレーン制御装置の状態情報を容易に管理す
ることができるとともに、ハンドオーバ時に、自配下のＵプレーン制御装置の状態情報に
基づいて無線リンクを追加するＵプレーン制御装置を決定し、そのＵプレーン制御装置に
無線リンクの追加指示を出すなどの経路制御を実現することができる。なお、Ｃプレーン
制御装置側では、ハンドオーバ時に、別のＣプレーン制御装置の配下にあるＵプレーン制
御装置の状態情報を別のＣプレーン制御装置に問い合わせて収集し、別のＣプレーン制御
装置の配下にあるＵプレーン制御装置に対して無線リンクの追加指示を出すこともできる
。
【０１２９】
また、これらの方法を取り入れることで、移動機に対して安定した品質のサービスを提供
することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態による無線アクセスネットワークを含む移動通信システムを
示す図である。
【図２】図１に示したＣプレーン制御装置にて管理されるＵプレーン制御装置の状態情報
テーブルの一例を示す図である。
【図３】図１に示した無線アクセスネットワークにおいて、Ｕプレーン制御装置の状態情
報テーブルの収集処理を説明する図である。
【図４】図１に示した無線アクセスネットワークにおいて、ハンドオーバ処理が必要とな
る状況を説明する図である。
【図５】図１に示した無線アクセスネットワークにおいて、図４の状況下で行われるハン
ドオーバ処理の一例を説明するフローチャートである。
【図６】図１に示した無線アクセスネットワークにおいて、図４の状況下で行われるハン
ドオーバ処理の他の例を説明するフローチャートである。

10

20

30

40

50

(16) JP 3988043 B2 2007.10.10



【図７】図１に示した無線アクセスネットワークにおいて、図４の状況下で行われるハン
ドオーバ処理のさらに他の例を説明するフローチャートである。
【図８】図１に示した無線アクセスネットワークにおいて、図４の状況下で行われるハン
ドオーバ処理のさらに別の例を説明するフローチャートである。
【図９】従来の無線アクセスネットワークを含む移動通信システムの一構成例を示す図で
ある。
【符号の説明】
１　　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）
２　　移動機（ＵＥ）
３　　コアネットワーク（ＣＮ）
４　　無線制御装置（ＲＮＣ）
１７　　ルータ
４１ａ～４１ｂ　　Ｃプレーン制御装置（ＣＰＥ）
４２ａ～４２ｃ　　Ｕプレーン制御装置（ＵＰＥ）
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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